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緒言

草地造成を行う場合，急傾斜地や岩石，樹木などの多いところでは，不耕起造成法が用いられている。

しかし，播種後の種子をとりまく気象，土壌環境の変動により，発芽の不揃いならびに初期生育が不良と

なり，貧弱なスタンドになることが多い。その改善の一方法として，種子をペレット化することが考えら

れた。牧草類のペレツト化については，欧米諸国では根粒菌などのない不毛の土地を牧草地化する目的で
'1) 5) 

マメ科牧草種子のペレット化が研究されてきた。 わが国でも，最近ペレット種子を利用した草地造成，更

新などについての研究がなされている。2)4) 乙れら一連のペレット種子に関する研究は，利用目的や地

域の環境に応じて種子を選択し，その上で有効な物質を組み合わせてペレット化することにあると考えら

れている。その中のーっとして，養分となる肥料をペレツト種子に混入することが考えられるが，その場

合，肥料焼けが問題となる。

そこで.本報では肥料の種類がオーチヤードグラスのペレット種子の出芽および初期生育にいかなる影

響をおよぼすかについて調査，検討したので，その概要を報告する。

材料および方法

本実験は，江別市文京台緑町の本学実験圃場のビニーjレハウス内(4.5 mX  10m)で実施した。

肥料は窒素肥料の硫安，尿素，硝安，塩安，燐酸肥料の過石，熔燐，加里肥料の硫加，塩加を使用した。

施肥処理は， 0 9 (無添加)区. 1 0 f}区. 209区. 409区. 8 0 f}区の5処理区を設けた。造粒法

は，造粒剤 1kg (重粘土8009，ピートモス2009)に対し，牧草種子(オーチヤードグラス)5 9. ア

ラビアゴム 20 9および肥料別の各施肥量を混入し，純水で適度の堅さに練り. 77101lの簡で裏ごしにして

ペレット状にした。

試験区面積は， '1区0.25d ( 2 5 cm X 1 0 Ocm )とし，ペレット種子 60粒を点播して 2反復した。播種

床の土壌は洪積性重粘土壌で，栽培期間中の濯水は，ペレツト種子の出芽，生育に適切な量を散布した。

調査は播種後20日聞にわたり，出芽ペレツ卜数を調べた。播種後 40日目に lペレツ卜種子中，最も
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伸長の良い個体の草丈を測定した。

また，処理区別に掘取りを行い，ただちに地上部および地下部に分けて生草重を計り.その後通風乾燥

機 70.Cで24時間乾燥した後，乾物重を計量した。なお調査期間は1988年 6月4日から 7月13日で

ある。

結 果

1.気 :8 
1.IDl 

試験期間中におけるビニールハウス内の気温の推移は図 1のとおりである。

日平均気温の平均は 19.8.C，日最高気温の平均は 27.30Cおよび日巌低気温の平均は 12.2'Cであった。

また， 3 OoCを越えた日が 12日間 40

あり，ぺレット種子の水分不足によ

気 30
る枯死が若干認められた。 X~

2.出芽率
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肥料・施肥量別の出芽率の推移は

図2のとおりである。

1 )窒素肥料(硫安，尿素，硝安

塩安):窒素肥料は混入割合が増す

にともない極端に出芽が阻害された。
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図1. 試験期間中のビニーノレハウス内の気温

しかし，硫安ではほかの窒素肥料ほど影響を受けなかった。このことは，硫安の窒素含有率が低いためで

あると考えられる。

2 )燐酸肥料(過石，熔燐):過石は 80 f}まで混入しでも出芽に顕著な影響を受けず，熔燐は 80 f} 

区で出芽を阻害した。

3)加里肥料(硫加，塩加):硫加は80 f}区で，塩加は 40 f}区および80 f}区で出芽を阻害した。

3. 草丈の頻度分布

肥料・施肥量別の草丈の頻度分布は図3のとおりである。

1 )窒素肥料(硫安，尿素，硝安，塩安):硫安は対照区では 10.0~ l1.9cmでピークであったのに対

して. 1 0 f}区では 12. 0 ~ 1 3.9 cmで、ピークであったo 尿素は 40 f}区および 80 f}区で伸長が著しく劣

った。硝安は 80 f}区で伸長が著しく劣り，塩安は全区とも 10.0 ~ 11.9仰がピークであり， 1 0 f}区で

は対照区より若干頻度数が高かった。

2 )燐酸肥料(過石，熔燐):過石および熔燐は熔燐の 80 f}区でやや伸長が劣ったが，そのほかの処

理区では各肥料とも比較的良好な伸長を示した。

3)加里肥料(硫加，塩加):硫加および塩加は各肥料とも 80 f}区でやや伸長が劣った。
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4. 出芽および初期生育

肥料・施肥量別の出芽および初期生育の状況(播種後40日目〉は表 1のとおりである。

1 )窒素肥料(硫安，尿素，硝安.塩安):硫安は 80.9区ではすべての項目で劣った。尿素は 10.9

区では 1個体あたりの乾物重を除いた項目で対照区より優り. 80.9区では極めて出芽および初期生育を

抑制した。また，硝安は80.9区で著しく劣り，塩安は 40.9区および 80.9区でやや劣る傾向にあった。
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図3. 肥料・施肥量別の草丈の頻度分布 (播種後40日目〉

2)燐酸肥料(過石，熔燐):過石は809まで混入しても出芽および初期生育を抑制せず 109区お

よび20 9区ではすべての項目で対照区より優った。また熔燐は 109区および809区でやや劣る傾向

にあったが， 209区ではすべての項目で対照区より優った。

3)加里肥料(硫加，塩加):硫加は各処理区とも出芽および初期生育が比較的良好であった。塩加は

409区および80'9区でやや劣った。

-44-



北海道草地研究会報 23: 41-48 (1989) 

表1. 肥料・施肥量別の出芽および初期生育
(播種後40日目〉

hぐ 出 芽数) 出 芽数) ベレツト白 1ベレットあ l個体あ(草岬たり 1個体あ(物岬たり
総個(体本 ペレッ(個ト 出芽(%率)たりの個(体本数)の生 重) の乾 重

対照区 09 46.0 34.5 57.50 1.35 681.04 88.09 
硫安 109 51.0 33.5 55.83 1.55 642.61 77.93 
209 44.5 33.5 55.83 1.33 749.65 98.54 
40 9 55.5 35.0 58.33 1.58 506.60 62.07 
809 31.5 27.0 45.00 1.16 431.89 56.11 

尿素 109 52.5 36.5 60.83 1.42 726.02 85.73 
209 32.0 22.5 37.50 1.42 482.92 59.60 
409 29.0 21.5 35.83 1.35 322.93 35.50 
809- 1 7.0 14.5 24.17 1.16 149.59 14.25 

硝安 109 46.5 32.0 53.33 1.45 664.15 82.29 
209 34.5 24.5 40.83 1.40 541.43 60.53 
409 43.0 31.0 51.67 1.39 678.86 78.07 
80.9 20.5 16.5 27.50 1.23 183.61 22.09 

塩安 109 41.5 31.0 51.67 1.31 776.15 93.55 
209 44.0 34.5 57.50 1.22 511.43 59.85 
409 47.0 31.5 52.50 1.49 306.78 35.12 
809 31.0 23.0 38.33 1.26 321.06 37.51 

過石 109 51.5 34.5 57.50 1.44 817.80 94.62 
209 58.5 37.5 62.50 1.54 816.81 98.38 
40 9 56.0 35.0 58.33 1.56 688.80 82.48 
809 64.0 41.0 68.33 1.52 757.22 92.13 

熔燐 109 53.5 36.5 60.83 1.47 430.98 54.26 
209 66.0 45.0 75.00 1.47 776.57 97.39 
40 9 49.5 35.0 58.33 1.40 720.80 88.23 
809 41.5 30.5 50.83 1.28 285.70 39.75 

硫加 109 53.0 34.0 56.67 1.56 829.56 96.73 
209 60.0 39.0 65.00 1.51 781.50 94.54 
40 9 53.0 42.0 70.00 1.26 656.25 86.46 
809 44.5 34.5 57.50 1.28 527.05 69.44 

塩加 109 60.0 38.0 63.33 1.58 569.25 71.74 
209 70.5 47.5 79.17 1.46 601.24 71.33 
409 58.0 39.0 65.00 1.49 374.48 44.49 
809 32.0 24.0 40.00 1.33 356.09 46.25 

5.乾物重

堀取り時における肥料・施肥量別の乾物重は図4のとおりである。

1 )窒素肥料(硫安 尿素.硝安，塩安):硫安は209区では対照区より増加したが， 40.9区以上

では生育を抑制した。尿素は 109区では対照区より増加したが. 2 0 9区以上では著しく生育を抑制し

た。硝安および塩安は 10 9区では対照区と大差がなく. 209区以上では生育を抑制した。また硝安の

809区では著しく減少した。

このことから三要素中.最も出芽が阻害された窒素肥料においても微量の混入であれば養分として有効
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に働き，生育が良好になったものと推察される。

2 )燐酸肥料(過石，熔燐):過石は809区でも生育が良好であり 全処理区とも対照区より増加し

た。熔燐は 209区での増加が顕著であり I 809区では生育を抑制した。

3)加里肥料(硫加，塩加):硫加は 20.9区白増加が顕著であり. 809区ではやや減少の傾向にあ

った。塩加は 109区および 209区では対照区より増加し，とくに 209区では最も増加した。また，

409区および809区では生育を抑制した。

なお生草重においても乾物重と類似した傾向が認められた。
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9ン4

33 
o 2 
A1 
。09- 109 209- 409- 809 

-46-



北海道草地研究会報 23: 41-48 (1989) 

6.乾物率

肥料・施肥量別の乾物率は表2のとおりである。

地上部および全植物では，肥料・施肥量聞に大差は認

められなかった。しかし，地下部では熔燐および硫加の

8 O!}区を除き，肥料混入区は対照区より比較的低い値

を示した。

7. T: R比

肥料・施肥量別のT:R比は図5のとおりである。

1 )窒素肥料(硫安.尿素，硝安，塩安):窒素肥料

は各肥料とも肥料混入区で対照区より高い値を示した。

尿素および硝安の 80 !}区では，生育が不良であったた

め高い値を示した。また窒素肥料中 最も良好な生育を

した硫安20 !}区のT:R比は 3.85であった。

2)燐酸肥料(過石熔燐):燐酸肥料は熔燐の 80 

9区を除き，肥料混入区で対照区より高い値を示した。

また 10 fj区を除き，過石が熔燐より高い値を示し，

燐酸肥料中，最も良好な生育をした熔燐20 !}区のT:

R比は 4.20であった。

3 )加里肥料(硫加，塩加):加里肥料は硫加の 10 

9区を除き，肥料混入区で対照区より高い値を示した。

また 10 fj区を除き，塩加が硫加より高い値を示し，

加里肥料中，最も良好な生育をした硫加 10 !}区のT:

R比は 4.57であった。

表2. 肥料・施肥量別の乾物率(%)

注黒1地上部 地下部 全植物
対照区 O!} 14.05 10.09 12.95 
硫安 10!} 13.50 8.07 12.08 
20!} 14.43 9.61 13.08 
40!} 13.71 8.57 12.23 
80!} 14.77 7.89 12.9 :3 

尿素 10!} 13.17 7.36 11.59 
20!} 14.86 7.20 12.52 
40!} 13.56 5.41 11.01 
80!} 13.00 5.00 10.71 

硝安 10!} 14.00 7.55 12.27 
20!} 13.39 5.96 11.15 
40!} 12.95 7.68 11.52 
80!} 13.85 5.41 11.80 

塩安 10!} 14.11 7.14 11.88 
20!} 13.22 7.51 11.58 
40!} 13.85 6.19 11.45 
80!} 13.47 7.60 11.60 

過石 10!} 13.89 6.54 11.48 
20!} 13.40 7.77 12.05 
40!} 13.34 6.99 11.76 
80!} 13.78 7.77 12.05 

熔燐 10!} 14.70 7.50 12.71 
20!} 14.36 8.20 12.54 
40!} 14.31 7.92 12.32 
80!} 13.99 11.99 13.41 

硫加 10!} 13.70 7.01 11.70 
20!} 14.47 6.93 12.15 
40!} 16.06 6.54 13.13 
80!} 13.83 10.79 13.10 

塩加 10!} 14.24 8.98 12.62 
20!} 13.8 9 6.84 11.87 
40!} 13.97 6.22 11.91 
80!} 14.56 7.96 12.57 

考察

矢野6)はイタリアンライグラス種子を用いて，担造法

により，粉砕した尿素，熔燐，塩加を色々組み合わせて実験を行った結果，尿素と熔燐を多目にした区が

生育が優れていたと報告している。広目的はクリムソンクローパ種子を用いて，湿式被覆法で行った場合，

硫安は造粒剤中に 5%混入しでもかなり強い発芽障害がみられ.さらに割合の検討が必要である。過石は

5%以下ならば発芽を阻害しないようである。熔燐は 201]らまで混入できるがガラス質であるため造粒性

が低い。塩加はわずか 5%でも発芽を 40%も低下させ，発芽阻害が大きい。さらに乾燥鶏ふんを造粒剤

に混入するには 5%が限度である。また堆肥は 25%以下の混入までは発芽を阻害しない。しかも堆肥の

乾燥粉末は造粒性に優れていると報告している。

このことから，窒素肥料〉加里肥料〉燐酸肥料の順に肥料焼けが甚だしいものと考えられる。

Carter1〉によれば. b~md seeding を行っても土壌中の水分が少ないときには，成分で 0.5kg/a以上を
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施すと窒素肥料〉塩加〉過石の11頂に肥焼けが甚だしく，

窒素肥料の中でも，尿素〉硝安〉硝酸石灰の順に種子の

発芽に障害をもたらすため，肥料と種子とを密着させな

い方がよいことを認めている。

本実験において，窒素肥料〉加里肥料〉燐酸肥料の順

に肥料焼けが甚だしかった。また窒素肥料は，尿素〉 一-r-
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硝安#塩安，加里肥料は，塩加〉硫加，燐酸肥料は，熔

燐〉過石の順で出芽および初期生育を抑制した。しかし

T
a
-
R
 

微量の混入であれば初期生育に対して有効に働くものと

考えられる。

比また，本実験によりペレット種子への混入適量がある

程度推察される。すなわち造粒剤 1kg (重粘土8009.
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つぎのよグラス 5.9に対しての各肥料の混入限界量は，

T
-
-
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うに考えられる。

1 )窒素肥料:硫安209，尿素 109，硝安 10 9， 

塩安 10902)燐酸肥料:過石80 [}，熔燐409，

比3 )加里肥料:硫加409，塩加20 90 

以上のように，窒素肥料は混入割合の高い区において，

肥料焼げが顕著であることが認められた。また燐酸肥料
80S 

肥料・施肥量別のT:R比

20S 40S 10g OS 

図5.は根の生長を促進し，窒素肥料および加里肥料よりも早

く定着したものと思われる。

7， 174-80. 
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